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史跡慈恩寺旧境内総合広報誌 

慈恩寺 Times 
第 22号 

史跡慈恩寺旧境内を後世に伝えるために～保存と活用～ 

 

現
在
策
定
中
の
「
史
跡
慈
恩
寺

旧
境
内
保
存
活
用
計
画
」
に
は
、
文

化
庁
の
指
針
に
基
づ
き
、
史
跡
の

保
存
と
活
用
を
盛
り
込
み
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
の
慈
恩
寺
境
内
の
様

相
を
良
好
に
と
ど
め
て
お
り
、
日

本
の
仏
教
信
仰
の
在
り
方
を
知
る

上
で
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
国
史

跡
指
定
さ
れ
た
慈
恩
寺
旧
境
内
。 

千
年
以
上
か
け
て
造
成
・
形
成

さ
れ
た
佇
ま
い
と
、
そ
の
地
中
に

残
さ
れ
て
い
る
古
代
・
中
世
の
様

相
。
さ
ら
に
、
建
物
や
屋
敷
地
、
仏

像
、
古
文
書
、
仏
具
な
ど
、
慈
恩
寺

の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
仏

教
信
仰
の
在
り
方
を
知
る
上
で
重

要
な
要
素
が
、
史
跡
内
に
は
数
多 

大寺院の様相を伝える景観 

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

保
存
活
用
計
画
で
は
、
こ
う
し

た
要
素
を
本
質
的
価
値
と
位
置
づ

け
、
保
存
し
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と

を
明
示
し
ま
す
。 

あ
わ
せ
て
、
史
跡
に
関
わ
る
土

地
や
景
観
な
ど
を
変
更
す
る
必
要

(

現
状
変
更
行
為)

が
生
じ
た
時
の

た
め
に
、
申
請
に
関
す
る
基
準
を

記
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
史
跡
の
価
値
を
守
り

つ
つ
、
理
解
・
普
及
を
促
す
公
開
や

施
設
設
置
な
ど
、
活
用
面
の
基
本

方
針
を
示
し
ま
す
。 

法会の様相を伝える本堂 

修
験
の
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

参
加
者
募
集 

詳
し
く
は
裏
面
に 

江
戸
時
代
初
期
の
元
和
八
年(

一

六
二
二)

八
月
、
大
江
氏
に
代
わ
り
慈

恩
寺
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
最
上
氏
が

改
易
に
な
り
、
慈
恩
寺
領
存
立
の
基

盤
が
失
わ
れ
た
。
慈
恩
寺
別
当
幸
善

は
、
時
の
宗
教
権
力
者
で
あ
っ
た
天

海
僧
正
に
接
近
し
、
天
海
の
南
光
坊

直
末
寺
に
な
る
こ
と
を
願
っ
た
。
写

真
は
、
天
海
が
慈
恩
寺
に
与
え
た
許

可
状
で
あ
る
（
市
指
定
有
形
文
化

財
）。 

慈
恩
寺
を
知
る 

天海僧正筆「直末寺許可状」 

ひ
ご
し
ゃ 

げ
ん
な 

て
ん 

か
い 

    

・保
存
活
用
計
画
策
定 
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史跡「慈恩寺旧境内」Key Point 

新山堂跡 
 慈恩寺では、旧暦 5 月に慈恩寺修験の修行(峯中(ぶち

ゅう)修行)が行われていました。新しい修行者がいる年は

約 30 日、いない年は 17 日、山内に篭りました。 

新山堂には３つの修行の最初「一の宿(しゅく)」で篭り

ました。しかし、明治 5 年(1872)の修験宗廃止令によ

って修行が行われなくなり、同９年頃までに新山堂は大

雪で大破しました。 

平成 23・24 年、市教育委員会の調査により、南北 3

間・東西 4 間の建物だったことが明らかになりました。 

白山堂のすぐ北、山王台公園の西南に位置し、現在は

礎石が往時を物語っています。 
新山堂跡の礎石 

柴
燈
護
摩
供
開
催 

 

９
月
11
日
、
慈
恩
寺
白
山
堂
前
の
護

摩
炉
に
お
い
て
柴
燈
護
摩
供
が
開
か
れ

ま
し
た
。 

 

柴
燈
護
摩
は
、
か
つ
て
旧
暦
５
月
の

峯
中
修
行
に
お
い
て
、
修
行
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
５
年

の
修
験
宗
廃
止
令
に
よ
り
途
絶
え
ま
し

た
が
、
昭
和
35
年(

１
９
６
０)

に
復
活

し
、
毎
年
９
月
第
２
日
曜
日
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

修験の道ウォーキング参加者募集 

慈恩寺修験の修行が行われていた慈恩寺山内を巡って、峯中修行に思いをはせてみませんか。 

日 時 10 月 23 日(日)、30 日(日) 

※予備日１１月３日(木・祝) 

８時３０分集合、9 時～１６時(予定) 

定 員 各日 20 名 

参加費 1,000 円(保険代等)※申込時にいただきます 

コース 慈恩寺本堂から峯中修行最終盤の 

「三の宿」行場を徒歩で目指します。 

その他 昼食・飲み物等は各自でご持参ください。 

急な山道を歩き回ります。体力に自信の 

ある方のみご応募ください。 

申込・ 市教育委員会 生涯学習課 歴史文化係 

問合先 (市文化センター内 Tel 0237-86-8231) 

 ※9 月 23 日(金)より受付開始 

(平日 8：30～17：15 に受付) 昨年度のようす(急峻な斜面を登る) 


